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「日進市人口ビジョン・総合戦略（案）」に対する意見等の内容及び本市の考え方 

 

平成 28年 3月 31日 

 

「第１部 人口ビジョン」に対するご意見等 

No 意見等の内容 本市の考え方 

1 図表 42（44頁）及び図表 61（64頁）について、5年刻みでは

なく 1年ごとの推計値がわかる表またはグラフを載せてほしい。 

将来人口推計は、年齢 5 歳区分別に 5 年ごとの推計値を算出

しており、1年ごとの推計値は算出しておりません。 

2 図表 53（53頁）は、横軸の年数間隔が 2020年以降は 20年間

隔であるのに対して、それ以前は 5年または 4年であるため、正

しく折れ線グラフを読み取りづらい。2020 年から高齢化率が急

激に増加するように読み取ってしまう。グラフの書き方をもう

少し工夫して欲しい。 

 ご指摘をふまえ、グラフを修正いたします。 

3 57 頁の「3 人目の子どもが生まれたら経済的支援が受けられ

る」という案、ぜひ実践して下さい。 

本市では、3歳未満児の第 3子保育料無料化等事業に加え、平

成 28年度からは、年収約 360万円未満相当の多子世帯について、

多子計算に係る年齢制限を撤廃し、第 3 子の保育料無償化を完

全実施していきます。 

本市も、地域状況を踏まえた取組を進めていきたいと考えて

いますが、子どもの数に応じた単純な経済的支援は予定してお

りません。  
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２ 「第２部 総合戦略」に対するご意見等 

（１）施策や事業に関するもの 

No 意見等の内容 本市の考え方 

4 目標 3 つに対して具体的事業名が上げられているのは、大変

良い。 

 平成 31年度までに、目標値を上回ることができるよう施策の

推進に努めてまいります。 

5 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

保育園を卒園した大体の小学生は学童が必要です。日進市は

学童が少なすぎますので、もっと作ってください。 

本市の放課後児童対策は、民間放課後児童クラブと放課後子

ども教室を実施することで、放課後に行き場がない児童をなく

す取組を進めています。 

民間放課後児童クラブにつきましては、市全体ではまだ受入

に余力がある状況であると考えています。しかし、将来的には、

さらに需要が増加すると見込まれておりますので、民間事業者

のさらなる参入を支援することで、需要の増加に対応していき

たいと考えています。 

6 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

子育て中の母親の見守り隊（仮）事業の追加 

総合戦略に掲載している事業は、主な事業としているため記

載はありませんが、本市では、すべての乳児のいる家庭を対象に

「新生児訪問」や「こんにちは赤ちゃん訪問」事業として、保健

師や助産師、民生委員・児童委員による家庭訪問を実施していま

す。また、子育て中の方からの相談内容に応じて、適宜保健セン

ターの保健師がご家庭を訪問することも行っています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 
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No 意見等の内容 本市の考え方 

7 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

30年、60年先を見据えてその具体策を提案します。 

（1）子育て支援の基本的考え方 

 子どもは成長すれば日進市以外でも活躍し、日本の社会に貢

献することが期待される。また、子育て支援事業は地域の雇用拡

大につながることも考えて取り組むべきと考えます。 

総合戦略に掲載されている施策や事業がより高い効果を発揮

することができるよう、基本目標の枠に捉われることなく、複数

の施策や事業の間で相互に連携して取り組んでいきます。 

8 （2）「日進子育て村」の創設 

 「子育て支援のまち日進」を目指したらいかがか。 

本市は、子どもが生活を送る保育環境や教育環境の整備を行

うとともに、子育てと仕事の両立を目指す方々が安心していた

だける環境を築くために、民間保育所の建設費の助成や、小規模

保育施設への運営支援を開始し、待機児童対策を行うなど、子育

てのしやすいまちづくりを推進しています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 

9 （3）子育て村構想 

 市中心部に土地を確保し、次に掲げる施設等の設置、整備を図

る。 

 ①婚活センター、②産婦人科・小児科等の医療機関、③保健セ

ンター、④おばあちゃんの子育て相談所、⑤施設利用者用一時託

児所、⑥子育て学習施設、⑦チャイルド関連尿品商業施設の誘

致、⑧幼児連れお気軽喫茶等の誘致、⑨美容室の誘致、⑩子ども

の遊び場、⑪親子トイレ、⑫コンビニ等の誘致、⑬項番の設置要

請、⑭道の駅とのリンク、⑮くるりんばす全コースの経由、⑯健

康長寿増進施設の併設 

 公共施設や商業施設が集約することで、まちのにぎわい創出

にも結びつくものであると考えます。ただ、土地の確保を伴う公

共施設等の整備や民間施設の誘致については、様々な視点から

の検討が必要となりますので、いただいたご提案は、今後本市の

施策を検討する際の参考とさせていただきます。 
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No 意見等の内容 本市の考え方 

10 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

平成 28 年１月 29 日の総合戦略策定合同懇談会で委員から意

見が出ているように、「教育」をもっと総合戦略に絡めるべきで

あり、施策 1-1の主な事業内容に、教育委員会所管事業がひとつ

も含まれていないのはおかしい。小中高生に対するアプローチ

が必要だと思う。 

ご指摘をふまえ、施策 1-1に主な事業内容を追加します。 

11 地域力を向上させ、様々な課題を地域で解決するような施策

が必要である。 

本市では、地域の代表者である区長を中心に各地域で地域コ

ミュニティの推進にご尽力いただいており、推進活動に対する

補助金の交付などを通じた支援を実施しています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 

12 高齢者に生きがいが持てるように役割を持たせる。 本市の第６期にっしん高齢者ゆめプランにおいても、「生きが

いをもっていきいきと暮らせるまち」を基本目標に掲げていま

す。地域包括ケアシステムの構築を進めていく上で、「つどいの

場」の設置運営を進めるなど、高齢者の活動機会を増やすととも

に、地域活動、ボランティアなど、生きがい、やりがいにつなが

るよう担い手としての社会参加を支援していきたいと考えてい

ます。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 
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No 意見等の内容 本市の考え方 

13 くるりんバスの本数を多くし、高齢者が外に出やすいように

する。 

 くるりんばすは、限られた予算の中で効率的な運行を目指し

ており、現在のところ便数の増加の予定はございません。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 

14 中学校区に交番を設置し、防犯対策を強化する。  北中学校区については、愛知県警察へ要望してまいります。他

の中学校区については設置済みです。 

15 公園にトイレを設置するなど、高齢者が外に安心して出られ

るような環境整備をする。 

公園におけるトイレの設置については、いたずらや悪臭の懸

念などがあることから、公園周辺住民の方を始めとする地元行

政区の皆様のご理解、ご協力、さらには景観、財源等の観点から

総合的に判断する必要があります。 

特に防犯の観点から、地域の意向が重要と考えますので、地域

の皆様から要望をいただくことで、設置について検討していき

たいと考えています。 

高齢者の健康づくり、介護予防の観点からも外出支援は重要

だと考えています。高齢者のニーズを把握し、関係課と協議して

環境整備に努めていきたいと考えています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 
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No 意見等の内容 本市の考え方 

16 歩道や街路樹を整備し、散歩が楽しくなるようにする。 本市では、日進市緑の基本計画において、緑地の保全及び緑化

の推進についての基本計画を定めており、市内の主要な幹線道

路を中心に緑化推進するとともに、緑の多い市街地の形成を目

指しています。 

 現在、天白川等の堤防道路において、散策路として舗装のカラ

ー化、自然と触れ合う拠点としてポケットパーク等を整備する

ことで、散策路のネットワークづくりを推進しています。また、

赤池駅周辺の歩道において赤池箕ノ手地区緑化計画を策定し、

花や緑を眺め、触れ合うことのできる緑化を取り入れる計画を

考えています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 

17 中学校区に一つは総合商店を誘致し、買物に不自由をさせな

い。 

将来の本市のまちづくりを考えていく上では、限られた市域

の中で保全と開発を調和させながら計画的に進めていくことが

重要となります。そのため計画的な市街地整備を進める中で大

規模小売店舗等の総合商店を誘致してきたことにより、各中学

校区に概ね総合商店が立地している状況です。今後も計画的な

土地利用を図るまちづくりを進める中で、総合商店の誘致を進

めてまいりたいと考えています。 
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（２）指標、進捗管理に関するもの 

No 意見等の内容 本市の考え方 

18 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

「予定する子どもの数が理想とする子どもの数よりも少ない

人の割合」としている KPI を、「理想とする子どもが 3 人以上と

した方について、予定とする子ども数とのギャップをなくす」へ

変更又は追加 

 理想とする子どもの数が何人であるかに関わらず、全ての方

において予定する子どもの数との間においてギャップがないこ

とが望ましいとの考えからこの指標としております。 

理想とする子どもの数が 3 人以上と回答した方において、予

定する子どもの数とのギャップが大きいという結果について

は、今後本市の施策を検討する際の参考とさせていただきます。 

19 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

子育て中の母親の市民活動参加率を KPIに追加 

市民活動に限らず、子育て中の方も参加しやすい環境を整え

ることは必要であると考えます。そのため、第 2 次日進市男女

平等推プラン中間見直し（案）でも、講演会や講座の開催にあ

たっては、参加しやすい日時の設定等、男女平等の視点を持っ

た運営を行うことを掲げています。 

いただいたご提案は、今後本市の施策を検討する際の参考と

させていただきます。 

20 施策 1-1 結婚、出産、育児までのトータル支援 

 

保育施設の定員 1,972人から 2,216人で本当に足りますか？平

成 27 年度だけでも待機児童数 200 人です。申込みすらあきらめ

ている人もたくさんいます。 

 2060年まで子どもが増えると書かれていますので、もっと保育

園を増やして、安心して働けるようにして下さい。 

日進市子ども・子育て支援事業計画において、平成 31年度ま

でに民間保育事業者の協力を得ながら、保育施設を増やし、定

員を 2,216 人に増やすことにより、待機児童解消に対応できる

ものと考えております。 
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No 意見等の内容 本市の考え方 

21 目標値の設定がありにも低すぎる。5 年間の到達目標値として

では、有り得ません。（特に下記の事項） 

① 転入超過人数  518名→500名へ （マイナス） 

 

 

転入超過人数については、年ごとに数が上下しています。そ

のため、指標について、単年の転入超過数ではなく、「転入超過

数の平均値（5年間）」に修正します。 

また、転入超過数は減少する傾向にありますが、平成 22年か

ら平成 26 年までの転入超過数の平均値が 579 人であることか

ら、同じ水準を維持することを目指し、目標値を「580人」に設

定します。 

22 ② 公共交通利用の不満割合 

45.1％→40％へ  （基準が曖昧） 

 

 

 平成 26年度に実施したアンケートの際、不満があると回答さ

れた方に対して「不満の理由が解消した場合、利用の意向があ

るか」をあわせてお聞きしており、約 6%の方が、「不満が解消さ

れた場合利用の意向がある」と回答されたことを踏まえて目標

値を設定しました。 

（総合戦略の記載上は、少数点以下を切り上げています。） 

23 ③ 空家バンクを活用契約件数 0件 → 7件 

（5年で僅か 7件） 

 空家バンクの活用契約件数については、既に同様の事業を実

施している他市の実績を踏まえて目標値を設定しました。 

24 ④ 普段の生活で介助が必要ない高齢者の割合 

81.4％→82.0％  (5年で 0.6％とは) 

 

今後さらなる高齢化が進展する中、本市においても特に要介

護リスクの高くなる 75 歳以上の高齢者数が、10 年後に 1.5 倍

となることが推計されておりますが、「普段の生活で介助が必要

ない高齢者の割合」は、平成 22年からの 3年間で 0.5％増加し

ていることを踏まえて目標値を設定しました。 

（総合戦略の記載上は、小数点以下を切り捨てています。）  
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No 意見等の内容 本市の考え方 

25 当初からこんな低い目標値としては、とても目的の達成は、覚

束ない。 

→目標値の大幅引き上げを、要請します。 

目標値の設定につきましては、第５次総合計画等と同じ指標

を採用しているものについてはそれらとの整合を図るために目

標値についても同じ値としているものや過去の傾向を踏まえて

設定しております。 

平成 31年度までに、目標値を上回ることができるよう施策の

推進に努めてまいります。 

26 毎年の目標達成進捗を、必ず明記し、達成度が分かるようする

こと。 

 総合戦略には、年度ごとの目標値は記載しませんが、毎年度

の進捗状況については、日進市総合戦略推進委員会において目

標値に対する達成度などを客観的な視点からの検証していただ

く予定です。 

27 達成度が低い項目は、毎年、達成するため手段を講ずること。  日進市総合戦略推進委員会での検証結果も踏まえ、平成 31年

度までに目標値を上回ることができるよう施策の推進に努めて

まいります。 

 


